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2 Ｈ26・４月号「第658号」・平成26年度当初予算

　歳入については、町が自主的に収納又は徴収でき
る「自主財源」が10億5,783万6千円(歳入の約17.4％)
であるのに対し、国や県の意思によって定められた
額が交付される「依存財源」は50億4,216万4千円(歳
入の約82.6％)となっており、依然として「依存財源」
に頼らざるを得ない状況です。
　自主財源の約７割を占める町税についても、景気
回復の地方への波及の遅れやいまだ低迷する雇用情
勢の影響等から大幅な増加は期待できず、引き続き
厳しい状況となっております。自主財源の確保は各
自治体の行政活動の自主性や安定性に大きく関わっ
てくるため、今後もより一層その確保に努めること
が重要です。
　歳入については、今後の社会情勢の推移や国・県
の動向を注視しながら、新たな財源獲得にも最大限
の努力をしていきます。

　歳出の主な事業としては、「災害に強いまちづく
り」をより推進するために災害時の避難施設として
活用する管内３中学校に太陽光パネルを用いた非常
用電源設備を設置する予算や、今後の安定的かつ
持続的なゴミ処理の体制を確保するために外の沢埋
立地敷地内に廃棄物一時保管施設を新設する予算を
計上しました。この他にも、漁港建設事業費や社会
インフラの老朽化問題に対応した道路橋梁の維持補
修、町営住宅の建替など、各種インフラ整備に係る
事業に対し予算を重点配分しています。
　また、ソフト事業としては、少子化対策及び子育
て支援のために実施している中学校卒業までの医療
費無償化事業を継続するとともに、農業振興支援と
して経営体育成や青年就農等に係る補助金を計上、
観光対策として、新ご当地グルメ開発事業や夏泊半
島の観光資源活用事業等に所要の予算を盛り込みま
した。通常経費についても行財政改革による事務・
事業の見直しを行いながら、除排雪経費やゴミ処理
経費など、生活基盤に係る予算を優先的に確保し、
より住みよいまちづくりに努めたところです。
　歳出については、今後も緊急性・重要性の高い施
策の重点化、優先化を図り、経常的な経費について
も創意工夫によるコスト削減に努めていきます。

一般会計　歳入・歳出ともに
予算総額61億円

前年度比１億6,000万円の増額

Ｐｏｉｎｔ①

Ｐｏｉｎｔ②

Ｐｏｉｎｔ③平成 26 年度当初予算について

　平成26年度一般会計の当初予算総額は、歳入・歳
出ともに61億円となり、前年度の当初予算に対し、
１億6,000万円(対前年度比約2.7％)の増額となりまし
た。これは4月からの消費税率引上げに伴う歳出の
増や過去に借入した地方債の利率見直しに伴う借換
経費を計上したこと等が影響したものです。

ホタテを使った新ご当地グルメの
開発に取り組みます

平成26年度予算成立！

より良いまちづくりへ向けて
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歳出

特　別　会　計 歳　入 歳　出

 国民健康保険特別会計 19億4,287万円 19億4,287万円

 国民健康保険平内中央病院事業
 会計収益的収支 10億6,953万円   12億286万円

 国民健康保険平内中央病院事業
 会計資本的収支 １億8,464万円 １億8,464万円

 水道事業会計収益的収支 ３億2,560万円 ２億6,758万円

 水道事業会計資本的収支 １億4,900万円 ２億9,936万円

 特殊索道事業特別会計 　   1,408万円 　   1,408万円

 農業集落排水事業特別会計 １億4,400万円 １億4,400万円

 漁業集落環境整備事業特別会計 １億8,157万円 １億8,157万円

 公共用地先行取得事業特別会計 　　  １千円 　　   １千円

 公共下水道事業特別会計 ３億4,286万円 ３億4,286万円

 介護保険特別会計   13億790万円   13億790万円

 後期高齢者医療特別会計 ２億7,604万円 ２億7,604万円

◆避難施設再生可能エネルギー等導入事業…１億606万円
◆生活路線バス及びスクールバス運行委託料…１億1,127万円
◆重度心身障害者医療費……………………… 2,700万円
◆介護・訓練等給付費………………………２億252万円
◆児童手当………………………………… １億5,240万円
◆保育所運営費…………………………… ３億5,487万円
◆各種予防接種、検診及び健康診査等委託料…4,144万円
◆乳幼児・子ども医療給付費………………… 2,893万円
◆ゴミ処理関連業務委託料…………………… 7,187万円
◆外の沢埋立地廃棄物一時保管施設建設事業… 3,825万円
◆し尿処理施設管理運営費負担金…………… 6,900万円
◆農業振興支援各種補助金…………………… 2,745万円
◆漁港建設事業費……………………………… 6,783万円
◆観光関連ソフト事業(新ご当地グルメ開発等)… 660万円
◆除排雪委託料………………………………… 7,000万円
◆道路新設改良費(融雪溝設置を含む)……１億1,500万円
◆橋梁維持費…………………………‥……… 6,010万円
◆(仮称)藤沢団地建替事業………‥………２億2,762万円
◆長期債元利償還………………………… ６億8,230万円
◆特別会計繰出金………………………… 12億3,964万円

歳入

自主財源
10億 5,784 万円
(17.4％)

依存財源
50億 4,216 万円
(82.6％)

①

②

③

④
⑤

⑥

⑦

⑧

①

②

③

④

⑤
⑥

⑦⑧
⑨

⑩

⑪

利子割交付金………………143万円
配当割交付金……………… 59万円
株式等譲渡所得割交付金… 16万円
地方消費税交付金………9,678万円
ゴルフ場利用税交付金……699万円
自動車取得税交付金………677万円
地方特例交付金……………221万円
交通安全対策特別交付金…150万円

⑫

歳 入 構 成 状 況  【 6 1 億円】

①議会費
　　　9,770万円( 1.6％)
②総務費
　８億6,968万円(14.3％)
③民生費　
　９億3,258万円(15.3％)
④衛生費
　４億998万円( 6.7％)
⑤労働費
　　　1,378万円( 0.2％)
⑥農林水産業費
　３億3,399万円( 5.5％)
⑦商工費
　１億5,166万円( 2.5％)

分担金及び負担金…１億2,012万円
使用料及び手数料………5,978万円
財産収入……………………913万円
繰入金……………………3,172万円
繰越金……………………2,000万円
諸収入……………………5,063万円

【②その他の内訳】

【④各種交付金の内訳】

特別会計繰出金……12億3,964万円
基金費……………………  402万円
予備費ほか…………………103万円

【⑫その他の内訳】

①地方税
　７億6,646万円(12.6％)
②その他
　２億9,138万円( 4.8％)
③地方交付税
　30億1,806万円(49.5％)
④地方譲与税
　　　3,679万円( 0.6％)
⑤各種交付金
　１億1,643万円( 1.9％)
⑥国庫支出金
　５億4,985万円( 9.0％)
⑦都道府県支出金
　６億7,213万円(11.0％)
⑧地方債
　６億4,890万円(10.6％)

⑧土木費
　６億972万円(10.0％)
⑨消防費
　２億8,182万円( 4.6％)
⑩教育費
　４億7,153万円( 7.7％)
⑪公債費
　６億8,287万円(11.2％)
⑫その他
　12億4,469万円(20.4％)

【平成26年度の主な事業内容】 【平成26年度特別会計当初予算】

※上記各表、グラフともに端数処理については、万単位で　四捨五入しています。

◆特別会計…町の会計において、一般会計と別に設けら
　　　　　　れる独立した経理管理が行われている会計

歳 出 構 成 状 況  【 6 1 億円】
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平内町教育委員会

℡７５５－２５６５生涯学習情報
町民ひとり１学習・１スポーツ・１ボランティアを実践しよう

　平成25年度平内町文化・スポーツ賞授与式が２月14日
(金)、山村開発センターにおいて執り行われました。
　この文化・スポーツ賞は学術・文化の向上と発展に貢
献した方、また、体育・スポーツの振興及び活動に顕著
な功績をあげた方に贈られるもので、今年度は田中紀子
氏をはじめとする３団体47名が受賞されました。

【文化賞】
　田　中　紀　子(舞　踊)　山　崎　昭　恵(舞　踊)
　田　中　麻　美(舞　踊)　飯　田　　　星(舞　踊)　

【文化奨励賞】
　遠　嶋　すみれ(音　楽)　新　岡　寿　和(音　楽)
　工　藤　愛　璃(音　楽)　竹　達　有　紗(音　楽)
　澤　己　麗　奈(人文科学)

【児童生徒文化奨励賞】
　大　水　　　望(美　術)　須　藤　里　水(美　術)

【スポーツ賞】(一般)
　平内町ゲートボールクラブ(ゲートボール)
　平内町バレーボールクラブ(バレーボール)
　平内町役場野球部(野　球)
　船　橋　義　勝(陸　上)
　金　崎　　　登(剣　道)
　船　橋　英　樹(バウンドテニス)
　井　筒　健　一(剣　道)

【スポーツ奨励賞】(小学生)
　村　田　周　蔵(スキー)　船　橋　龍　介(空手道)
　工　藤　麗　矢(空手道)　蝦　名　莉　來(空手道)
　藤　田　日　菜(空手道)　藤　田　静　菜(空手道)
　須　藤　莉　々(空手道)　蝦　名　李　音(柔　道)
　須　藤　千　星(水　球)　逢　坂　大　樹(水　球)
　本　間　雄一朗(トランポリン)
　佐々木　誉　之(野　球)　阿　部　岳　斗(陸　上)
　井　筒　将　大(剣　道)　平　野　未　悠(剣　道)

平内町文化・スポーツ賞授与式

【体育功労賞】
　辻　村　啓　二(卓　球)

【スポーツ賞】(高校生)
　小　形　亮太朗(陸　上)　畑　井　菜　奈(柔　道)
　太　田　昴　希(バスケットボール)
　三　上　真　輝(バスケットボール)

【スポーツ賞】(中学生)
　工　藤　美　来(陸　上)　平　野　大　貴(剣　道)
　千代谷　泰　河(剣　道)　工　藤　拓　真(剣　道)
　今　田　渓　人(剣　道)　鳥谷部　　　稜(剣　道)
　工　藤　桃　乃(柔　道)　須　藤　萌　々(空手道)
　須　藤　瑛　駿(野　球)

　受賞された皆さん、おめでとうございました。

【スポーツ特別賞】
　佐々木　　　努(陸　上・スキー)
　佐々木　万智子(陸　上)　佐々木　朋子(陸　上)
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「心豊かなひとづくりのまち」にむけて

生涯学習ってどんな活動？
　子どもから大人まで、気軽に「いつでも」、「どこ
でも」、「だれでも」、「なんでも」学べるのが生涯学
習で、自由に学習機会を選択し、学習形態にとらわ
れずに人生を豊かにするために学ぶ活動です。学習
形態も、本を読んだり調べたりする個人学習、学校
での学習、公民館・図書館などの公共施設で行う講
座の受講、イベントへの参加、民間のカルチャーク
ラブ、スポーツ団体クラブなどでの活動など様々あ
ります。

　町では、町民憲章の具現化をめざし、「心豊かなひとづくりのまち」に
むけて町民のみなさんと一丸となって取り組むことを目標にした「生涯
学習のまちづくり推進事業」を展開しています。
　いつでも・どこでも・誰にでもできる「生涯学習」を生かし、地域の
よりそいを深める「生涯学習のまちづくり」をともに進めていきましょう。

生涯学習のまちづくりとは？
　一人ひとりが自由な意思に基づいてはじめた学習
活動によって個人が豊かになり、この活動を通じて
人々が集まり輪を広げ、やがてそれは地域のコミュ
ニティを形成します。
　生涯学習のまちづくりは、「己を高める活動」から、

「まちを高める活動」となるものです。

　「生涯学習情報」では、様々な生涯学習や生涯学習のまちづくりに関す
る情報を掲載していきます。また、回覧でも学習会や講演会など開催時
の参加募集も行います。みなさんの積極的な参加により、平内町を「心
豊かなひとづくりのまち」としましょう。
　「生涯学習のまちづくり推進事業」に関わる「平内町生涯学習のまちづ
くり推進計画」が町ホームページ(http://www.town.hiranai.aomori.jp/)に掲
載してあります。ぜひご覧ください。

　自主的な社会参加と学習意欲を促進し、受講生
との交流を図りながら、充実した生活と心の豊か
さをつくります。

生涯学習人材バンク登録とその利用

ひらないカレッジ

　町民のみなさんの注文に応じて、みなさんの自
主的な集会や学習会などに町職員が講師として出
向き、お話しします。ふれあい出前講座は、町の
情報を提供し、ともに学習して、町民のみなさん
と町職員とのふれあいを図るものです。

ふれあい出前講座

推進事業の内容

　幅広い分野における人材を発掘し、その情報を
提供することにより、町民一人ひとりの多様な学
習や活動を支援し、豊かな地域社会をつくります。

　町民のみなさんの親睦融和と体力の維持増進を
図り、明るく豊かなコミュニティ活動の場を形成
し「地域のよりそいを深めるひとづくり」を目指
します。

地域対抗綱引き大会

　町民、事業所、町が相互に協力し、国道沿線に
心のゆとりを育む花を植え、育てる活動を通して、

「美しいまちづくり」を協働で目指します。

フラワーロード

　毎日実施することにより、体力向上と健康の保
持増進を図ります。また、様々な機会に実施し、
地域ぐるみで「健康なまちづくり」に努めます。

町民１スポーツ活動「ラジオ体操」

出前講座「救急講習」

子どもも大人も盛り上がった綱引き大会
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生涯学習カレンダー　４ 月

６日(日)  ◆春の全国交通安全運動(～15日)

７日(月)  ◆管内小・中学校　始業式・入学式

10日(木)  ◆心配ごと相談日(10：00～15：00)

14日(月)  ◆町並み清掃週間(～20日)

16日(水)  ◆消防総合訓練(小湊小学校)

19日(土)  ◆春季大清掃(～20日)

20日(日)  ◆家庭の日

21日(月)  ◆春の安全・安心まちづくり旬間(～30日)

24日(木)  ◆心配ごと相談日(10：00～15：00)

29日(火)  ◆町民卓球大会

171

○４月の休館日 　13日・27日・29日

◆一般書◆

①穴　　　（芥川賞受賞作）　　　小山田　浩　子

②ミッドナイト・バス　　　　　伊　吹　有　喜

③乱丸　上・下　　　　　　　　宮　本　昌　孝 

④山桜記　　　　　　　　　　　葉　室　　　麟

⑤その手をにぎりたい　　　　　柚　木　麻　子

⑥神様の休日　　　　　　　　　岡　本　貴　也

⑦月光の誘惑　　　　　　　　　赤　川　次　郎

⑧天使の子　　　　　　　　　　小手鞠　る　い

⑨迷宮捜査　　　　　　　　　　緒　川　　　怜

⑩ごちそうさんレシピブック　　広　里　貴　子

平成25年度ひらないカレッジ閉講式

　３月５日(水)、平成25年度の「ひらないカレッジ」
いきいきコース(全13プログラム)が、山村開発センター
において閉講しました。
　今年度受講した方々は延べ456人で、昨年に比べ２
割ほど増えており、生涯学習のまちづくりで掲げる「ひ
とり１学習」が定着しつつあります。
　閉講式では、相坂教育長から「学ぶことは人生を豊
かにします。これからも楽しく学んでいきましょう」
とあいさつがあり、受講生を代表して大水郁子さんに
修了証が授与されました。次いで、町民対象の講座が

「ひらないカレッジ」になって以来10年間で100講座を
受講された佐々木定男さん、泉孝昭さんに記念の認定
証書が授与されました。
　その後、１年間の学習プログラムを振り返り、要望
や意見交換会を行いました。事前に行った受講生アン
ケートでは、次年度希望するジャンルとして、“他町の
視察”が圧倒的人気ですが、次に“健康づくりや福祉”
について学びたいとの回答が多く、自分や家族への健
康管理への関心が高まってきているようです。

絵本を通して親子のふれあいを！

　ブックスタートとは、絵本を通して親子が言葉や心
を通わし、触れ合うひとときを分かち合うことにより
子育てを支援するもので平成24年度に始まりました。
これは図書館事業の一つ、図書館では心の栄養となる
よい絵本の紹介、子どもの感性や創造力を豊かに育て
るための案内役として、たくさんの本に出会うきっか
けを提供しています。

「26年度 生涯学習カレンダー」は、平内町ホームページ
(http://www.town.hiranai.aomori.jp/)　でも閲覧またはダウンロードできます

　この日も13組の親子に図書館員が絵本の大切さ、読
み聞かせの必要性などについて説明しブックスタート
パックをプレゼントしました。乳幼児期からの絵本の
読み聞かせがその後の子どもの読書習慣や学習能力に
大きく影響すると言われています。ぜひ、たくさん読
んであげてください。

ブックスタートパック

・乳児用絵本　２冊
・ヨダレかけ　１枚
・コットンバック

　※平成26年度の講座は、５月中旬に回覧にて募集
　　いたします。

100講座(！)を受講した泉さん(左)と佐々木さん(右)
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hiranai

保健福祉だより

～脱・メタボリックシンドローム～

減らそう内臓脂肪！ 肥満とは？

　脂肪が体につきすぎた状態を一般に「肥満」とい
います。内臓脂肪がついた「内臓脂肪型肥満」と、
皮下脂肪がついた「皮下脂肪型肥満」には、大きな
違いがあります。

　糖尿病などの生活習慣病は、それぞれの病気が別々に
進行するのではなく、おなかのまわりの内臓に脂肪が蓄
積した内臓脂肪型肥満が大きくかかわるものであること
がわかってきました。内臓脂肪型肥満に加えて、高血糖、
高血圧、脂質異常のうちいずれか２つ以上をあわせもっ
た状態を、メタボリックシンドローム(内臓脂肪症候群)と
いいます。
　内臓脂肪が過剰にたまっていると、糖尿病や高血圧症、
高脂血症(脂質異常症)といった生活習慣病を併発しやす
くなってしまうのです。しかも、「血糖値や血圧がちょっ
と高め」といった、まだ病気とは診断されない予備群でも、
併発することで動脈硬化が急速に進行します。

　◇内臓脂肪の特徴◇　

脂肪の役割とは？

　体脂肪には、「内臓脂肪」と「皮下脂肪」の２種類
があり、共通してエネルギーを貯蔵する重要な働き
がありますが、違った性質も持ち合わせています。

・エネルギーの一時的な貯蔵
・内臓のまわりに蓄積
　(外からつまむことができない) 
・内臓を正しい位置に保ったり、衝撃を
　やわらげるクッションの役割

　◇皮下脂肪の特徴◇　
・長期的なエネルギーの備蓄や放出
・腰まわり、おしり、太ももなど皮膚の
　下に蓄積(しっかりとつまむことがで　
　きる)
・体温の保持、外からの衝撃をやわらげ
　るクッションの役割

≪内臓脂肪型肥満≫
○性別の傾向
　　男性に多くみられる
○体型
　　お腹がぽっこり出っ張ったりんご型

≪皮下脂肪型肥満≫
○性別の傾向
　　女性に多くみられる
○体型
　　下半身に脂肪がついた洋ナシ型

　脂肪が蓄積する部分によってそれぞれ違った特徴
があります。近年の研究から、肥満による病気の発
症には「肥満の程度」より「脂肪の蓄積する部位」
が重要であることが明らかになり、特に「内臓脂肪
の蓄積」が糖尿病、高脂血症、高血圧症など生活習
慣病の発症や、動脈硬化性疾患に深く関係している
ことがわかってきました。

メタボリックシンドロームの
改善・予防には・・・

①身体活動を継続しよう

　　日常生活に運動を取り入れたり、こまめに動くよ

　　うにしましょう。

②減量は身体活動と食生活の両輪で

　　食べすぎを防ぎながら筋肉量・基礎代謝を低下さ

　　せない。

③内臓脂肪を効果的に減らす有酸素運動

　　有酸素運動は脂肪をエネルギー源にする運動です。

④筋力を鍛え、基礎代謝を高めよう

　　筋肉量を増やし基礎代謝を高めます。

　このたび町では、食生活改善推進員を増員するた
め、養成講座を開催します。
　食生活改善推進員会は「私たちの健康は私たちの
手で」をスローガンに地域における食生活を中心と
した組織活動(ボランティア)を行っています。
　食生活改善推進員になるためには、医師の講話や
運動、栄養教室等、町で開催する事業に参加してい
ただき、おおむね10単位(１単位は２時間)取得すると
登録されます。
　食生活の改善や健康づくり等の知識・技術につい
て学んだことをご家族や地域のために生かし、食生
活改善推進員としてボランティアをしてみませんか。

食生活改善推進員になりませんか？

平内町食生活改善推進員養成講座開催のお知らせ

◆期　間：平成26年６月～平成27年３月
　　　　　（この期間内に町で開催される事業に参加
　　　　　 し、10単位取得します。）

◆対　象：健康づくりに関心を持ち、食生活改善運
　　　　　動を実践したい方で、養成講座修了後に
　　　　　は平内町食生活改善推進員会に入る意志
　　　　　があること。

◆内　容：医師の講話や運動、栄養教室(調理実習など)

◆場　所：平内町勤労青少年ホーム

◆受講料：１，７２８円(テキスト代)

◆申込み：５月23日(金)まで
　　　　　住所・氏名・電話番号をご記入のうえ、　
　　　　　ハガキかFAXでまたは電話で下記までお申
　　　　　込みください（お問い合わせはお気軽に）。

〒039-3393　平内町大字小湊字小湊63
平内町役場 保健福祉課　担当　井口
　TEL７５５ー２１１４
　FAX７５５－２１４５

たくさんのお申し込みをお待ちしております！！
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問 役場　保健福祉課　年金後期医療係

　℡７５５ー２１１４(内線133)

青森年金事務所

　℡７３４－７４９５

転倒予防教室を開催します
　平内町地域包括支援センターでは、地域の在宅介
護支援センターの協力を得て、介護予防の目的で地
区の健康相談などとあわせて、転倒予防のための体
操や認知症、閉じこもりを予防するためにゲームを
取り入れながら、転倒予防教室を開催しています。
　地域の方同士が顔を合わせて会話する機会にもな
り、楽しみながら和気あいあいとした雰囲気で行っ
ています。
　参加の申し込みは不要ですが、都合により日程が
変更になる場合もありますので、お問い合わせくだ
さい。

実施会場 実施予定日 実施時間

狩場沢公民館 ５/１、７/１、９/１、11/６ ９：30～11：30

清水川コミセン ５/１、７/１、９/１、11/６ 13：30～15：30

薬師野公民館 ５/９、７/11、９/12、11/14 ９：30～11：30

松野木公民館 ５/９、７/11、９/12、11/14 13：30～15：30

外童子コミセン ５/13、７/16、９/16、11/17 ９：30～11：30

口広コミセン ５/13、７/16、９/16、11/17 13：30～15：30

　上記以外の地区で、転倒予防教室を希望される地
区がありましたら、平内町地域包括支援センターに
ご連絡ください。

地域包括支援センター(役場保健福祉課内)

　℡７５５ー２１１４(内線146・148)
問

国民年金後納制度で
将来の年金額を増やせます

　後納制度は、過去10年間に納め忘れた保険料を納
付することにより、将来の年金額を増やすことがで
きるものです。
　また、年金を受給できなかった方は後納制度を利
用することで年金が受けられる場合があります。
　過去10年以内に納め忘れの保険料がある方は、ぜ
ひ後納制度をご利用ください。
　なお、後納制度が利用できる期限は平成27年９月
30日までとなっています。お早めに申込みください。

○申込み・納付書の再発行のお問い合わせは

　国民年金保険料専用ダイヤル（ナビダイヤル）
　　℡０５７０ー０１１ー０５０
　050から始まる電話でおかけになる場合は
　　℡０３－６７３１－２０１５
　＜受付時間＞　月曜日　　　午前8：30～午後7：00
　　　　　　　　火～金曜日　午前8：30～午後5：15
　　　　　　　　第２土曜日　午前9：30～午後4：00
　※お問合せの際は基礎年金番号がわかるものをご
　　用意ください。

修学のために町外に転出している方の
保険証(学生保険証)について

　国保に加入していた方が転出(住民票を異動)した場
合、通常は平内町国保の資格を喪失しますが、修学
のために転出した場合は、届出により、引き続き親
元の世帯にいるものとして平内町国保の保険証が発
行されます。

○入学により、新しく学生保険証の対象となる方
　　→学生保険証の該当の届出が必要です。

　【届出に必要なもの】
　　国保の保険証、在学証明書(平成26年４月１日以
　　降の日付のもの）、印鑑
　　※合格通知書では受付できませんのでご注意く
　　　ださい。

○すでに学生保険証が発行されていて、進級により
　継続される方
　　→学生保険証の該当の届出が必要です。

　【届出に必要なもの】
　　国保の保険証、在学証明書(平成26年４月１日以
　降の日付のもの）、印鑑

○すでに学生保険証が発行されていて、卒業・中退・
　就職等により学生でなくなった方
　　→学生保険証の非該当の届出および保険証の返
　　　還が必要です。
　【届出に必要なもの】
　　国保の保険証、印鑑、加入先の健康保険証(就職
　　の方)

安心して暮らせる地域をめざして
～保健・医療・福祉包括ケアシステムの紹介～

　町では、町民の皆さんが、生涯にわたって健康で
安心した生活が送れるよう、保健・医療・福祉のサー
ビスを必要なときに、必要なサービスが適切に受け
られるような仕組み(「保健・医療・福祉包括ケアシス
テム」)をつくっていこうと取り組んでいます。
　保健・医療・福祉のサービスを提供する機関が連
携することにより、必要なサービスが切れ目なく受
けることができるよう、「保健・医療・福祉包括ケア
システム」づくりが進められていますが、まだ浸透
されていないのが現状です。
　地域包括支援センターは、総合相談窓口として健
康、福祉、介護、医療や生活に関することなどの相
談を受け付けていますので、ご利用ください。

問 役場　保健福祉課　国民健康保険係
　℡７５５ー２１１４(内線135・136)

国保の加入・脱退などの届出は14日以内に行いましょう！

地域包括支援センター(役場保健福祉課内)

　℡７５５ー２１１４(内線146)
問
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問 役場　保健福祉課　年金後期医療係
　℡７５５ー２１１４(内線134)
青森県後期高齢者医療広域連合
　℡７２１－３８２１

○平成26年度の青森県後期高齢者医療保険料について

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ

均等割額と所得割率はこれまでと変わりません。
保険料の賦課限度額は２万円引き上げられ、57万円となりました。

○保険料の決まり方(年額)

均 等 割 額
【被保険者全員が納める額】

所 得 割 額
［所得に応じて納める額］ 保険料額

(限度額57万円)＋ ＝

※基礎控除後の所得とは、前年の総所得金額等から
　基礎控除額(33万円)を差し引いた額です。

４０，５１４円 基礎控除後の所得×７.４１％

○保険料の軽減措置について
平成26年度の保険料軽減措置は、判定基準を拡大して引き続き実施されます。

◆所得が低い方の軽減

　同一世帯内の被保険者及びその世帯の世帯主の
所得を合わせた合計所得に応じて、次のとおり均
等割額を軽減します。

世帯の所得額の合計 軽減割合

33万円以下かつ被保険者全員の年金収入が
年額80万円以下(その他の各種所得がない)

９割

33万円以下 ８.５割

33万円＋(24万５千円×被保険者の数)以下 ５割

33万円＋(45万円×被保険者の数)以下 ２割

○被保険者の基礎控除後の所得が58万円以下
　の方は、所得割額が５割軽減されます。

◆被用者保険の被扶養者であった方の軽減

　均等割額が９割軽減され、所得割額の負
担はありません。
　※被用者保険とは、全国健康保険協会管
　　掌健康保険、船員保険、健康保険組合、
　　共済組合などです。

　その他、詳細はお問い合わせください。

　70歳から74歳の方の窓口負担は、法律上２
割となっていますが、国の特例措置でこれま
で１割負担とされていました。平成26年度か
ら、より公平な仕組みとするため、この特例
措置が見直されることとなりました。
　見直しに当たっては、高齢の方の生活に大
きな影響が生じることのないよう、平成26年
４月２日以降70歳の誕生日を迎える方から段
階的に実施されることとなりました。

平成26年４月２日以降に
70歳を迎えられるみなさんへ

70～74歳の国民健康保険における
窓口負担が見直されます

問 役場　保健福祉課　国民健康保険係
　℡７５５ー２１１４(内線135・136)

◆平成26年４月２日以降に70歳の誕生日を迎える方
　　（誕生日が昭和19年４月２日以降の方）

　○70歳の誕生月の翌月(ただし、各月１日が誕生　
　　日の方はその月)の診療から、窓口負担がそれま
　　での３割から２割になります。
　　（例えば、平成26年４月２日～５月１日に70歳の
　　 誕生日を迎える方は、５月の診療から２割負担に  
　　 なります。）
　　※一定の所得がある方は、これまでどおり３割負
　　　担です。
　○なお、窓口負担には毎月の負担上限額が定められ
　　ていますが、70歳から２割負担となる方は、69歳ま
　　でと比べて上限額が下がります。

◆平成26年４月１日までに70歳の誕生日を迎えた方
　　（誕生日が昭和19年４月１日までの方）

　○平成26年４月以降も医療費の窓口負担は１割のま
　　ま変わりません。（平成26年３月２日～４月１日
　　に70歳の誕生日を迎えた方は、これまでの３割負
　　担から１割負担になります。）
　　※一定の所得がある方は、これまでどおり３割負
　　　担です。
　○窓口負担の毎月の負担上限額も変わりません。

　見直し内容は右のとおりとなります。
　詳細はお問い合わせください。
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　父母の離婚などで、父または母と生計を同じくして
いない子どもが育成される家庭(ひとり親家庭)の生活
の安定と自立の促進に寄与し、子どもの福祉の増進を
図ることを目的として支給される手当です。

児童扶養手当とは

　次のいずれかに該当する父(母)と生計を同じくして
いない児童を養育している母(父)または養育者に対し、
子どもが18歳に達した年度末(子どもに中度以上の障害
があるときは、20歳)まで支給されます。

①父母が婚姻を解消した児童
②父又は母が死亡した児童
③父又は母が１年以上拘禁されている児童
④父又は母が政令で定める障害の状態である児童
　(国民年金法及び厚生年金保険法による障害等級の１
　級程度)
⑤父又は母の生死が明らかでない児童
⑥母が婚姻によらないで懐胎した児童
⑦父又は母から１年以上遺棄されている児童
⑧父又は母が裁判所からのＤＶ保護命令を受けた児童
⑨その他(棄児・孤児など)　　など

対　象　者

◇全部支給　月額　41,020円(平成26年４月～)
◇一部支給　月額　9,590円～41,010円
　　　　　　(平成26年４月～　※所得による)

　　第２子加算　月額　5,000円
　　第３子以降加算　１人につき　月額　3,000円
　　　※多子加算については、全部支給・一部支給共
　　　　通です。
　　　※手当には所得制限があり、制限額を超えると
　　　　支給されません。

※その他、制度の詳細については直接担当までご相談
　ください。

支　給　額

役場　保健福祉課福祉係
　℡７５５－２１１４(内線151)

問

役場　保健福祉課　福祉係
　℡７５５－２１１４(内線151)

問

　精神や身体に障害のある20歳未満の児童を看護・養
育している父母又は養育者に支給されます。
　なお、対象となる児童が児童福祉施設等に入所(通所
は除く)している場合は支給されません。

特別児童扶養手当とは

①身体障害者手帳の１級、２級、３級又は、４級の一部、
　若しくはこれと同程度の障害を有する方
　(ただし障害の種類によっては、上記の等級の身体障
　害者手帳を交付されていても支給されないことがあ
　ります)
②愛護手帳「Ａ」又は「Ｂ」のうち重度の方、若しく
　は同程度の障害を有する方
③精神障害により日常生活に著しい制限を受ける方

対象となる障害児

１級　月額　49,900円(平成26年４月～)
２級　月額　33,230円(平成26年４月～)

※手当には所得制限があり、制限額を超えると支給さ
　れません。
※その他、制度の詳細については直接担当までご相談
　ください

支　給　額

児童扶養手当・特別児童扶養手当のお知らせ

☆ 子育て支援センター ☆
２月の行事予定

平内町地域子育て支援センター
　　　　　　℡７５８－１２１４

日　　程 活動・場所 内　　容

４月11日(金)
９：45～11：15

親子ふれあいワーク

支援センター
　手形をとりましょう

４月16日(水)
９：45～11：15

ぴよぴよ絵本サークル

支援センター
　絵本や紙芝居などの

　読み聞かせを行います

４月22日(火)
９：45～11：15

すくすくクラブ
支援センター

　・身体測定

　・こいのぼり制作

問

　2月27日平内中央病院において乳児健診が行われま
した。保健指導にあたった保健師から「子育ては楽
しいですか」と聞かれ、「はい」とニッコリ答えてい
る様子が印象的でした。
　少子化・核家族化が社会問題となっていますが、
この日訪れた“初心者ママ”の中には、家族の方が
付き添う光景も見られ、初めての子育てに対する不
安を持つ母親を家族ぐるみでサポートしているよう
でした。特に夫婦でいらした方は、「旦那がオムツ交
換をすすんでやってくれるので助かります」と家庭
での“イクメン”ぶりを紹介してくれました。
　“イクメン”とは、育児を積極的に楽しんで行う男
性(メンズ)のことを指して言います。平内町の出生数

イクメンが地域を救う！？
は年間約80人で40年前に比べると半分以下です。共
働き世帯でも“イクメン”が増えれば、未来の平内
町を担う子どもたちも増えるかもしれません。

田中さん一家(上)

松野さん一家(右)
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平内中央病院からのお知らせ

平内中央病院　庶務係
　　　　　℡７５５－２１３１

問

　平内中央病院では、常勤の内科医師(定年退職された
方も大歓迎です！)を随時募集しておりますので、勤務
を希望される方はお問い合わせください。

常勤の内科医師を随時募集中！

１．職種及び採用人員
　　・理学療法士(町職員)　若干名	 　
　　・作業療法士(町職員)　若干名
　　・言語聴覚士(町職員)　若干名
　　・看護補助員(嘱託職員)　若干名	
２．受験資格
　　・町職員は各職種の資格を有する(免許取得見込者  
　　　含む)、59歳(採用時)以下の方。
　　・嘱託職員は、各職種の資格(介護福祉士またはホ
　　　ームヘルパー)を有する方。
３．試験日及び試験場所
　　申込み後、受験票にてお知らせいたします。
４．試験方法
　　面接による
５．受験手続及び申込書提出期限
　　受験申込書は、平内中央病院で準備していますの

平内町職員募集受付中！

平内中央病院　庶務係
　　　　　℡７５５－２１３１

問

　　で、必要事項を記入のうえ、提出ください(郵送可)。
　　・提出期限：随時
　　※受付時間は、８時15分から17時までです　　　
　　　(土・日・祝日を除く)。
６．採用期日及び勤務場所
　　・採用期日：随時
　　・勤務場所：平内中央病院
７．給与等
　　・町職員は平内町職員の給与条例等による。
　　・嘱託職員は、月額135,500円以上、賞与年２回、
　　　健康保険、厚生年金、雇用保険、労働災害保険
　　　加入

藤野　ひと美 山口　富美子能登谷　美奈子 葛西　里英 小形　理恵
看護師
藤沢

准看護師
青森市

准看護師
第２勝田町

作業療法士
青森市

准看護師
藤沢

平成26年２月・３月付けで採用された職員を紹介します
(氏名・職種・出身町内)

新採用職員を紹介します

　地域活動支援センターしらゆきは、障害をもつ方
が作業体験や創作活動を通して、地域で安心して生
活していけるよう支援する施設です。“日中の活動す
る場所がないか”、“何か仕事をするところがないか”
とお考えの方がいらっしゃいましたら、下記までご
連絡のうえ、是非ご本人またはご家族の方も一緒に
ご見学ください。

地域活動支援センター
しらゆきからのお知らせ

社会福祉法人青森県玉葉会　救護施設　白鳥ホーム
　℡７５５－３２７４(担当：寺島)

地域活動支援センターしらゆき
　℡７５５－２６６３(内線75-24)(担当：宿野部)

問

●開所日　　月・火・水・木・金
●活動内容　ほたて養殖用ロープのピン付け、
　　　　　　手芸、夜越山公園の清掃　など
●１日の過ごし方　
　８：40　出勤、朝の会
　９：00　作業開始(１時間に15分の休憩）
　12：00　昼休み
　13：00　作業開始
　14：00　作業終了、所内掃除
　14：40　終わりの会

☆季節の行事として、花見、誕生会、忘年会、
　交流会なども行っています。

　４月の金曜日の眼科診療につきましては、先生の都
合により下記の診療時間となりますので、ご注意願い
ます。

日　　付 受付時間 診療時間

４月４日(金)
８：15から15：00まで 14：20頃から

４月11日(金)

４月18日(金) 先生の都合により休診となります

４月25日(金) ８：15から15：00まで 15：40頃から

平成26年４月の
眼科診療スケジュールについて
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税に関する情報は国税庁ホームページへ　www.nta.go.jp

暮らしの中の税
『私たちの生活と税金』

軽自動車税について

問 役場　税務課　住民税係

　℡７５５－２１１５(内線245・246)

①課税対象
　軽自動車税は、毎年４月１日現在で、原動機付自
転車、小型特殊自動車、軽自動車及び二輪の小型自
動車を所有している方に課税されます。

②納付
　町から送付される納税通知書により、４月30日(水)
までに納めてください。
　※地域の納税貯蓄組合に加入されている方は、納
　　税貯蓄組合で納付されます。

③軽自動車等の申告と廃車の手続き
　◎原動機付自転車(125cc以下のもの)・小型特殊自動車
　　→役場税務課
　◎軽自動車・二輪車(125ccを超えるもの)
　　→軽自動車検査協会青森事務所
　　　(青森市浜田字豊田129-２)
　　　　℡７３９－６５６８

平成26年度 町税等の納期限について
　平成26年度の各町税の納期限は次のとおりですので、
お間違えのない様にお願いいたします。

◆平成26年度　町税等納期限一覧表

　納期限が過ぎると督促手数料や延滞金などが課
せられる場合がありますので、すみやかに納めま
しょう。

口座振替(自動払込)をご利用ください 
　納付すべき町税を、指定された預貯金口座から自動
的に引き落としし、町税を納付する方法で、次の金融
機関に預貯金口座をお持ちの場合に利用できます。
　申し込み手続きは、その金融機関の窓口に通帳と預
貯金用印鑑をご持参のうえお申込みください。

　※指定金融機関　・青森銀行本店、支店
　※収納代理店　　・みちのく銀行小湊支店
　　　　　　　　　・青い森信用金庫八重田支店
　　　　　　　　　・青森農業協同組合平内支店
　　　　　　　　　・平内町漁業協同組合本所、支所
　　　　　　　　　・ゆうちょ銀行
　　　　　　　　　・青森県信用組合小湊支店

区分 車種 税額

原動機付自転車

50cc以下(ミニカーを除く) 1,000円

二輪の50ccを超え90cc以下 1,200円

二輪の90ccを超え125cc以下 1,600円

ミニカー 2,500円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600円

その他 4,700円

軽自動車

250cc以下の軽二輪
　(側車付きのものを含む)

2,400円

軽三輪 3,100円

軽四輪乗用車
営業用 5,500円
自家用 7,200円

軽四輪貨物車
営業用 3,000円
自家用 4,000円

雪上車 2,400円

二輪の小型自動車(251cc以上) 4,000円

問 役場　税務課　収納係

　℡７５５－２１１５(内線249・250)

期別 納　期　限 口座振替日

１ 平成26年４月30日(水) 平成26年４月25日(金)

期別 納　期　限 口座振替日

１ 平成26年６月２日(月) 平成26年５月26日(月)

２ 平成26年７月31日(木) 平成26年７月25日(金)

３ 平成26年９月30日(火) 平成26年９月25日(木)

４ 平成26年12月１日(月) 平成26年11月25日(火)

期別 納　期　限 口座振替日

１ 平成26年７月31日(木) 平成26年７月25日(金)

２ 平成26年９月１日(月) 平成26年８月25日(月)

３ 平成26年９月30日(火) 平成26年９月25日(木)

４ 平成26年10月31日(金) 平成26年10月27日(月)

５ 平成26年12月１日(月) 平成26年11月25日(火)

６ 平成26年12月25日(木) 平成26年12月25日(木)

７ 平成27年２月２日(月) 平成27年１月26日(月)

８ 平成27年３月２日(月) 平成27年２月25日(水)

期別 納　期　限 口座振替日

１ 平成26年６月30日(月) 平成26年６月25日(水)

２ 平成26年９月１日(月) 平成26年８月25日(月)

３ 平成26年10月31日(金) 平成26年10月27日(月)

４ 平成26年12月25日(木) 平成26年12月25日(木)

○軽自動車税

○固定資産税

○町・県民税

○国民健康保険税

④所有していないのに納税通知書が届いた場合
　軽自動車税は４月１日現在の所有者(使用者)に課税
されます。そのため、４月２日以降に廃車してもその
年の税金は納めていただくことになります。自動車
税と異なり月割課税制度がありませんので、月割り
で還付することはできません。
　軽自動車等を知人に譲渡したり、解体業者に処分
を依頼した場合、名義変更や廃車の手続きがなされ
ていない可能性があります。また、軽自動車検査協
会や陸運支局からの通知が遅れ、課税されてしまう
場合もあります。これらを放置していますと、次年
度以降も課税され続ける恐れもありますので、まず
は税務課までお問い合わせください。



13Ｈ26・４月号「第658号」 ・今月のお知らせ・ＮＥＷＳ

平内いきいき健康館　よごしやま温泉　４月の臨時休館日は23日(水)　
～毎月１日・16日は９時から入浴できます～

青森大学と連携協定を締結しました

　町は３月13日(木)、青森大学(崎谷康文学長)と「平
内町と青森大学の包括的な連携に関する協定」を締
結しました。これは、町と青森大学が相互の包括的
な連携のもと、地域課題の解決や、活力ある個性豊
かな地域社会の形成と発展、将来的に必要とされる
人材育成に寄与することを目的としています。大学
と市町村の包括連携は全国的に事例が増えつつあり、
地域活性化への効果が期待されます。
　今後は、特産品の売り込みや地域公共交通改善、
空き家対策など、地域課題の解決に向けて密接に連
携して取り組んでいきます。

今月のお知らせ

ＮＥＷＳ４
2014

地域課題などに連携して取り組みます

住宅リフォームを助成します

新入生へランドセルカバーの贈り物

　３月14日(金)、農林中央金庫青森支店(松浦康史支
店長)から「新入学児童の交通事故防止にお役立てく
ださい」と、平成26年度の新入学児童全員へランド
セルカバーの寄贈がありました。
　昭和41年から毎年贈られているこのランドセルカ
バーは、通学に不慣れな新入学児童にとって事故防
止に大きな効果を果たしており、交通安全活動に携
わる関係者から感謝されております。
　町では早速、新一年生の入学式に向けて各学校に
配布しました。

　町では、引き続き地域経済の活性化及び町民の住環
境向上を図るため、町内の施工業者を利用して住宅の
修繕、増改築の工事をされる方に対しその経費の一部
を助成します。

◆助成対象者
　１．町内に居住し、住民登録をされている方
　２．町税に未納の額がない方
　３．過去に当補助金制度を利用したことがない方

◆助成対象工事
　・住宅の修繕、増改築、屋根・外壁の塗り替え等　
　　(店舗等は除く)
　・平成27年２月末日まで工事代金の支払いが終了す
　　るものであること

◆補助額
　　上記に要する費用が20万円(消費税相当額を除く)
　を超える工事で、その工事費の1／10に相当する額
　(最大20万円)

◆仮申込受付期間
　　 平 成26年４月１日(火)か ら４月30日(水)ま で(土・
　日・祝日除く)
　※仮申込金額が助成枠を超えた場合は、抽選により
　　選定いたします

◆その他
　　着工時期については、交付決定通知が届いてから
　の着工となりますので、着工後の申請はできません

　詳細はお問い合わせください。

役場　水産商工観光課　商工観光係
　　　　　　℡７５５－２１１８

問

今年も同郷の笑顔に再会

　今年度、発足から20周年を迎える東京平内町ふる
さと会(飯田耕一会長)の平成25年度総会・懇親会が２
月15日(土)、東京都内で行われました。
　前日の記録的な大雪で交通が乱れた影響で、40名の
出席予定のうち８名が欠席となり、また船橋町長も
新幹線が大幅に遅れながらも出席し、平内町の現状
を参加者の皆さんにお伝えすることができました。
　事務局の竹内康一さんによると、続く懇親会では、
年一回の懐かしい顔に会えて、近況を平内弁で話し
合ったり、笑いあったり、和やかな雰囲気で、東京
にいながら平内に帰ってきたと錯覚するほど盛り上
がったそうです。
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　戸籍の窓口への掲載は、役場
に届け出された時に、本人から
確認できたものだけを掲載して
おります。
　なお、他市町村に届け出し、「広
報ひらない」に掲載したい方は、
役場町民課住民係へご連絡くだ
さい。
　　℡７５５－２１１３

伊瀬谷　正　次(85) 勝　則 緑 町

田　中　富　吉(65) 　　　 折 戸

田　中　きくゑ(83) 秋　廣 狩 場 沢

福　士　キクヱ(101) 文　夫 下東田沢

　橋　ツ　ナ(96) 　治　第１小林

田　中　久美子(55) 茂　勝 中東田沢

柳　沢　繁　弘(55) 繁　司 西 沼 館

中　村　トキヱ(82) 　徹　松 野 木

豊　嶋　秀　好(83) よし子 稲 生

和田
　英司

人口と世帯
男 …  5,863 人 ( －   4 人 )
女 …  6,350 人 ( － 11 人 )
計 … 12,213 人 ( － 15 人 )
世帯数…5,151 世帯 ( － 2)
平成 26 年３月１日現在
(　) は、前月との比較

戸籍の窓口
２
月
受
付
分 　赤ちゃん名 　 (親) 　住所地

木　村　百
もも

　伽
か

 ( 祐 樹 )清 水 川

蠣　崎　旺
おう

　佑
すけ

 ( 晃 大 )稲 生

田　中　陽
はる

　翔
と

 ( 超 )第 ２ 小 林

ご結婚おめでとう

　　　　　　　　　   喪主   住所地

白　石　フ　ミ(81) 　貢　助 白 井

辻　村　ス　ミ(85) 春　生 折 戸

蠣　崎　時　光(95) 　光　稲 生

田　中　ツ　マ(90) 富　悦 中東田沢

亀　田　信　雄(81) 武　彦 清 水 川

木　村　栄　子(57) 繁　博 第１元町

三津谷　　　匠　　浅 所

竹　内　美　里　　佐 井 村（

お誕生おめでとう

お悔やみ申し上げます

本籍地

寄付金が寄せられました

　２月10日、青森市在住の須藤慶治さん(茂浦出身)よ
り、「生まれ育った故郷ですので、これからも微力な
がら応援させていただきます」と寄付金が寄せられ
ました。
　お預かりした寄付金は、保健・医療・福祉の増進
に関する事業のほか、町の発展のため大切に使わせ
ていただきます。このたびは本当にありがとうござ
いました。

消費生活の苦情や問い合わせはこちらへ！

　県では、消費者安全法の趣旨を踏まえ、県消費生
活センターの更なる機能強化を図るため、平成26年
４月１日から各相談室を集約(弘前、八戸及びむつ相
談室を廃止)しました。
　また、同じく平成26年4月1日から、東青地域の市
町村が連携し効果的な消費生活相談を行うことによ
り、住民サービスの向上に資することを目的に、相
談の広域的な窓口として、青森市の「青森市民消費
生活センター」が対応することになりました。
　なお、相談窓口については下記のとおりです。

◆青森市民消費生活センター

　　（平日8：30～18：00）　℡017-722-2326

◆消費者ホットライン

　　（平日8：30～18：00）　℡0570-064-370

◆青森県消費生活センター

　　（平日9：00～18：00、土日10：00～16：00、
　　　年末年始休み）　　℡017-722-3343

問

下水道加入のお問い合わせは　役場地域整備課へ(℡755-2116)

26年度「ひらないリーグ」参加チーム募集

　昨年、一般の方々で組織された軟式野球のチーム
で熱戦を繰り広げました、「ひらないリーグ」を今年
も５月より開催いたします。
　昨年は、４チームの参加で、すこし寂しかったので、
今年は参加チームが１つでも増えてくれればと思っ
ております。詳細については、連絡をいただいてか
ら打ち合わせ致します。申し込みをお待ちしていま
す。

申込締切　平成26年４月21日(月）16時まで

平内町教育委員会　

　生涯学習課　担当　蝦名

　　℡７５５－２５６５(内361)

問

県環境生活部　県民生活文化課
　　　　消費生活グループ
　　　　　　 ℡７３４－９２０９
役場　水産商工観光課　
　　　　商工観光係
　　　　　　 ℡７５５－２１１８

〒039-3393　青森県東津軽郡平内町大字小湊字小湊63

　平内町役場　総務課　防災管財係

　　TEL　017-755-2111　　FAX　017-755-2145

　　E-Mail　somu@town.hiranai.aomori.jp

【ふるさと寄附金に関するお問い合わせ】
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県立美術館とコラボし小湊中学校に美術館が開館

　小湊中学校では２学年の授業で「包装紙をデザイ
ンする」という課題に取り組み、完成した包装紙な
どが２月下旬から町内の店舗で実際に使用され、お
客さんを和ませています。
　生徒がデザインした作品を使用してくださってい
るのは、はなぞの、プティ・ボヌール、ま兵仕出し
店、寿司隆、おがた仕出し店、宴・福久来の６店舗で、
花やケーキを包む包装紙のほか、飲食店用にはお膳
の下に敷く会席マットが作成され町内外から訪れる
お客さんを「お・も・て・な・し」しています。
　美術科を指導する高安弘大教諭は、前任校の板柳
中学校時代から同様の取り組みを続けており、「元々
は架空のお店の包装紙をデザインしていたが、生徒
の目標設定の為に実際のお店で使ってもらえるよう
にお願いしたのが始まり。生徒も教室と社会の繋が
りを実感しているようだ」と話してくださいました。

中ハシ克シゲ展　in　小湊中学校

生徒デザインの包装紙で
お・も・て・な・し

　包装紙を使用しているプティ・ボヌールの店主、
渡辺悟さんによると「素晴らしい出来でうれしい。
店の顔として大活躍です」と、評判も上々のようです。
　生徒がデザインした包装紙は、各店舗1,500枚程度
ずつ作成され、在庫がなくなると見込まれる数か月
にわたって使用されます。

　２月21日(金)から25日(火)の５日間、小湊中学校(工
藤弘一校長)において小湊中学校と青森県立美術館共
催による「中ハシ克シゲ展　in　小湊中学校」が開催
され、町内外から多くの来場者で賑わいました。
　同校では、県立美術館の出前講座を利用して11月
から「○○美術館をつくろう」と題し、自ら設定し
たテーマで美術館の展示の仕方を考え、ポスターを
制作する活動を続けてきました。このたび、京都市
立芸術大学教授の中ハシ克シゲ氏の展示を小湊中学
校で開催する機会に恵まれ、そのポスターや展示を
生徒らが企画し開催したのが今回の展示です。
　展示作品は、教室全体を旧日本軍の特攻機「桜花」
が墜落してきた場面に見立て、その惨状を印象的に
表現しました。５日間の展示中も、墜落してきた状況
をより現実的に表現しようと、窓ガラスを外し尾翼
を屋外に飛び出させるなど、「あれこれ考えたプロセ

出前講座から発展し
アーティストと美術館をつくる

スが大事」と話す中ハシ氏の言葉どおり、常に変化
し続ける展示となりました。
　展示に関わった生徒からは、「大変だったけど楽し
かった。中ハシ先生からは、自分の枠にとらわれず
にこの空間でしかできないことを表現するようアド
バイスをいただいた」と満足げな声が聞かれました。

個展を開催した中ハシ克シゲ氏。「日本」を主たる
テーマに独自の彫刻作品を制作されています。
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『わたしの好きなひらない』

写真をお待ちしております
　住所、氏名、電話番号をお書きのうえ、Ｅメールで送
信するか、郵送または役場総務課へ直接持参ください。

問 役場　総務課　企画政策係
　℡７５５ー２１１１(内線230)
　メール　kikakuseisaku@town.hiranai.aomori.jp

ひ
ら
な
い

◇投稿者
　　古跡　大和さん(第２口広)
◇撮影場所
　　東平内中学校卒業式にて

　東平内中学校で過ごした３年間
は、とても楽しかったです。特に、
みんなと協力して文化祭の準備を
したことが思い出に残っています。
　野球部に所属し、身長も３年間
で８センチも伸びました。高校で
は何か新しいことにチャレンジし
たいと考えています。
　平内町の好きなところは、人が
優しいところ。将来は生まれ育っ
た平内町に残り、人の役に立つ仕
事がしたいです。

◇投稿者より◇

　平成26年３月８日(土)に町内３中学校で、また20日(木)
には町内３小学校でそれぞれ卒業式が執り行われ、小学
生95名、中学生80名が仲間と過ごした学び舎を巣立ち、
晴れやかな表情で新たな一歩を踏み出しました。

新たなスタート　決意と希望に満ち溢れ

　式典後、クラスでは生徒一人ひとりから、クラスメイ
トへ感謝の言葉がかけられました。「長い人で保育園から、
短くても７年間、ずっと一緒に過ごして深い友情が築け
た。このクラスが人生で一番」、「離れ離れになるなんて
感じがしない」、「５年後(成人式で)また盛り上がろう」。
　朝から降り続いた雪が嘘のように晴れ上がった帰り道
を、恩師や後輩に見送られながら名残惜しそうに歩く卒
業生達の表情は、決意と希望に満ち溢れていました。

　このうち、東平内中学校(原田斉校長)では、14名(男子８
名、女子６名)の生徒が卒業式を迎えました。
　式典では、卒業証書を受け取った生徒がそれぞれその
場で３年間の思い出を振り返り、また将来への決意を会
場に向け声高らかに宣言しました。
　原田校長は、卒業生へ向け「信頼し合える仲間と出会い、
青春を送ってほしい」と語りかけ、また『すべての壁は
扉である』という言葉を紹介し、いつか壁にぶつかっても、
全力で押し続ければ、いずれその壁は扉となって突破口
が開けるとし「努力して頑張れ」とエールを送りました。
　別れの言葉で呼びかけや合唱をする場面では、卒業生
の思わず涙ぐみ言葉に詰まりそうになりながらも、堂々
と声を発する姿に頼もしさが感じられました。一方で在
校生の中にも涙を流す生徒が多くみられ、卒業生と良い
信頼関係が築かれている様子が見て取れました。
　粛々と進行される式の中にも卒業生それぞれの人柄、
仲間との絆が感じられる感動的な卒業式となりました。

古跡大和さん(中央)と江戸雄星さん(左)、
船橋賢哉さん(右)。あどけなさの残る入学
当時(左写真)からずいぶん成長しました。

厳
おごそ

かな雰囲気の中で進められる式典

堂々と卒業証書を受け取る

家族へ感謝の花束を




